
【主 催】 佐渡市教育委員会
【問合せ先】 佐渡中央文化会館

TEL：0259-52-2001 

指揮 池田 重一 ピアノ 新通 英洋

14:00開演(13:30開場)

アミューズメント佐渡 大ホール

大阪音楽大学ホルンアンサンブルと
島内の吹奏楽演奏者との共演

◆第一部
・大音ホルンのためのファンファーレ／三村総撤

・日本各歌集／乾堯

・組曲「動物園の情景」外伝 パンダの親子／山田栄二

・眠れる熊の伝説／エリック・エワイゼン

・赤い城への告別／ケリー・ターナー

・ホルンアンサンブルの為の組曲 第二楽章／高昌帥

◆第二部
・2本のホルンのためのソナタ／ヴィタリー・ブヤノフスキー

・アルプホルン四重奏曲集／ベルンハルト・ヴィッシャー

・映画「ひまわり」から／ヘンリー・マンシーニ
【ピアノ独奏新通英洋】

・虹の彼方に／ハロルド・アーレン=キース・ジャレット
【ピアノ独奏新通英洋】

・荘厳序曲「1812年」変ホ長調作品49
／ピョートル・イリイチ・チャイコフスキー／編曲：近藤望

８/２７日

入場無料



出演者プロフィール

1987年大阪音楽大学音楽学部卒業。1988年ドイツ国立アーヘン音楽大学入学。90年同大学を最優秀で
卒業。帰国後、大阪フィルハーモニー交響楽団に入団。1997年にCD「ホルン小品集」をリリース。
1999年、伊丹市芸術家協会新人賞受賞。 2007年リリースの「はるかな音、奏でる言葉」は「レコード芸
術誌」で高評を得た。NHK「どれみふぁワンダーランド」の「匠の技」に出演。2011年までの21年間、
大阪フィルハーモニー交響楽団のトップ奏者をとして在籍。
ホルンを近藤 望、デイビット・ブライアント、リカルド・アルメイダの各氏に師事。現在、大阪音楽

大学教授、アーヘナー・ホルンカルテット、宮川彬良とアンサンブル・ベガのメンバー。伊丹市芸術家協
会会員。

池田 重一
いけだ しげかず（IKEDA Shigekazu）

大阪音楽大学・大阪音楽大学短期大学部
ホルン 教授

桐朋学園、モスクワ音楽院において指揮を学ぶ。秋山和慶、小澤征爾、尾高忠明、黒岩英臣、高階正光、
L.ニコラィエフ、V.シナイスキーの各氏に師事。英国ロイヤルオペラハウス、イングリッシュ・ナショナ
ルオペラ、BBCウェールズ交響楽団等のリハーサルで研鑚。第5回フィテルベルク国際指揮者コンクール
において第2位ならびに特別賞受賞。ワルシャワでシンフォニア・ヴァルソヴィアを指揮してヨーロッ
パ・デビュー。E.モギレフスキー、G.シャハム、東誠三、佐々木典子、高橋絵理、高橋多佳子、横山幸雄
各氏をはじめとする多くのソリストと共演。2021年9月には元新日本フィルハーモニー交響楽団コンサー
トマスター磯崎陽一氏と東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団によるメンデルスゾーン&ブルッフの
ヴァイオリン協奏曲CDをソナーレ・レコーズよりリリース。
これまでに大阪フィルハーモニー交響楽団、九州交響楽団、群馬交響楽団、札幌交響楽団、東京交響楽

団、東京シティ・フィルハーモニー管弦楽団、東京フィルハーモニー交響楽団、名古屋フィルハーモニー
交響楽団、日本フィルハーモニー交響楽団、読売日本交響楽団、ポーランド・シレジア・フィルハーモ
ニー管弦楽団等を指揮。2015年から2017年2018年2019年と続けてロイヤルバンコク交響楽団に客演、
地元紙バンコクポストでも「オーケストラと指揮者の出会いはお互いに本当に幸福だった。ロイヤルバン
コク交響楽団と彼の真の勝利体験に観客は熱狂した」と絶賛された。オペラでは「こうもり」「森は生き
ている」「後宮からの逃走」「フィガロの結婚」「ドン・ジョヴァンニ」「ラ・ボエーム」等を指揮し高
く評価された。
大阪音楽大学特任教授。豊田市コンサートホール・能楽堂企画運営委員会委員、現在アドバイザーを務

める。2021年度～2023年度日本芸術文化振興会 芸術文化振興基金運営委員会 文化団体活動専門委員会
専門委員。

新通 英洋
しんどおり ひでひろ（SHINDORI Hide）

大阪音楽大学・大阪音楽大学短期大学部
指揮 特任教授

佐渡島ホルン熱狂の日 入場整理券

1987年より大阪音楽大学ホルン専攻生によるアンサンブルを発足し、今年度で36
年目を迎える。数々の演奏会を開催し、これまでにブルックナー8番、チャイコフス
キー大序曲1812年、ブルックナー7番、ブルックナー4番の4枚のCDをリリース。
今年度より阪神間において「大学生と一緒にホルンを吹く会」を開催し、小、中、

高、一般の方々との交流を深める活動を行い、好評を博している。

大阪音楽大学 ホルンアンサンブル

ご来場の際は
このチラシをお持ちください


